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令和 2年 2月中旬 

Ⅰ．令和元年度 第2回新河岸川流域川づくり連絡会議事要旨 

令和元年度第 2回新河岸川流域川づくり連絡会議事要旨が承認された。 
Ⅱ．新河岸川流域川づくり連絡会活動協議事項 

１. 前回議事の対応
２. 令和元年度新河岸川流域川づくり連絡会の活動を振り返って
３. 令和２年度新河岸川流域川づくり連絡会の活動に向けて
４. 令和２年度の活動に向けて
５. 里川 91 号について

Ⅲ．アンケートによる主な意見 

第 3 回連絡会は、新型コロナウイルス感染症拡散防止のため開催を自粛し、参加予定だったメンバー
に配布資料及びアンケート票を郵送し、情報提供及び意見収集を行った。 
■アンケートによる主な意見（回答数４名）
（１） 今年度の発表会の良かった点や課題点について

【良かった点】
 開催日程について年始、年度末の多忙期を避けたのは良かった。
 開催場所も、学校の体育館でなく、中小企業大学校の教室が使用でき、発表者、聴講者にとって良

い環境で実施できた。
【課題点】 
 発表会の企画内容を、もう少し早く決定するとより多くの方に呼びかけることができ、さらに参

加者を増やすことができた。
 中学校の発表がなかったのが残念だった。

（２） 今年度の連絡会の良かった点や課題点について
【良かった点】
 台風対応等で時間がない中、東京都職員の方による勉強会の時間があって良かった。
 東京都からの台風 19 号の情報提供が非常に勉強になった。
【課題点】
 “いい川づくり”の本質的な議論の時間が少なかった。
 埼玉県からの情報提供もあると、さらに良かった。

（３） 来年度の連絡会活動で重点的に取り組みたい活動について
 新河岸川流域全体で共通する課題は、水循環基本法のもとで新河岸川流域水循環協議会を設置す

ることであろう。
 市民に加え、河川のほか都市整備、雨水、地下水、下水、農水、環境など水循環に関係する行政も

加えた流域水循環協議会の発足を急いで欲しい。
 水害対策と雨水浸透施設の普及活動をしたい。
 治水と環境が両立できる整備について討議したい。

（４） 来年度の連絡会活動で新しく取り組みたい活動について
 現連絡会の活動は、流域水循環協議会に引継ぎ、新たな協議会事務局のもとで、新河岸川流域水循

環マスタープランを活かす形で活動を進めて欲しい。
 しんぶん里川の切り絵が、2023 年には 100 枚になるので、記念として有効活用したい。
 中小河川の現況調査を行いたい。

（５） しんぶん里川「流域掲示板」の活用方法について
 小中学生や一般市民の読者から記事を募集し、その中から掲載にふさわしいものを選考する。
 連絡会以外の情報の配信を検討してほしい。

（６） 連絡会活動に関連するイベント情報について
 川ゴミマップ大賞発表（2020 年７月７日（火））
 金山公園池外来種駆除（2020 年 10 月 20 日（火））
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